







































































































































































































































































    範囲∫σdE(mb・MeV)TRKSumrule6曙
     (MeV)実験値(mb・MeV)(%)(%)
     (γ,P。)12、4～28.013、3±O.1i.42土0.01
   63C琶9392.63 0.04
     (γ,P、)!3.7～28.011.4±0.41、21±0.04
     (γ,P。)12.3～28.110.7±0.11.11出0.01
   65Cu9642.01 0、03
     (γ,P!)13.7～28.08.7±0.30.90士0.03
     (γ,P。)12.8～28.12.5±1.O0.28±0.n
   5℃o8790.99 O.11

















































 第1図  (γ,p。)反応断面積
 破線は統計モデル,一点鎖線はDSD
 モデルによる計算結果。





































 第3図  (γ,p。)反応断面積
a6K)4EKrKE2
 実線はDCMにより得られた強物(E盆一E2)2+E2r昆
 1「K二3.OMeVとした。大きさは実験値に規格化した。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は光核反応に現れる電気双極巨大共鳴の構造を(e,p。),(e,p1)反応によって明らかに
 することを目的としたものである。原子核には核表面の晒重極振動による励起準位が存在する
 ことが知られている。この表面振動との結合により巨大共鳴に構造が現れる可能性が以前から
 理論的に指摘されていた。若しこのような結合が存在すれば巨大共鳴に構造が現れるとともに,
 ガンマ線,陽子等の放出による崩壊の際に残留核の表面振動準位への遷移が強く起る筈である。
 著者はこの点に着目し,63Cu,65Cu原子核を電子線で照射することにより巨大共鳴を励起し,
 これが崩壊して残留核の62Ni,64Nlの表面振動準位に遷移する際に放出される陽子の放出断面
 積σ(e,p1)を測定した。巨大共鳴状態に表面振動との結合がなければこの断面積は小さいこと
 がピック・アップ反応等で求められた結果から推測される。しかし実験値は大きく,基底状態へ
 の断面積σ(e,p。)と殆んど等しいことがわかった。著者は巨大共鳴と表面振動の結合強度を
 DynamicCollectlveMode1によって計算し,更に表面振動成分の巨大共鳴への混合強度が残留
 核の表面振動準位への断面積σ(e,p1)を決定するとして,基底状態への断面積σ(e,p。)との比
 を求めた。この結果は実験値とよく～致し表面振動と巨大共鳴の結合が起っていることを確認
 した。又比較のために測定した59Coの場合にはσ(e,p1)はσ(e,p・)の約2.5倍であり63C蟄,65Cu
 の場合とは異なる。これは他の実験から知られているように,59Coの基底状態には既に残留核
 58Feの第一励起状態の混合があり,これがσ(e,p・)反応断面積を大きくしている原因であること
 を示唆した。
 表面振動と巨大共鳴との結合を陽子放出反応の測定から明らかにしたのは本論文が最初であ
 り,著者の巨大共鳴研究に対する功績は大きい。今後この方法による研究の発展が期待される。
 以上本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
 示している。よって日野威提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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